
 

 

「ならはっ子こども教室」について 

楢葉町の地域学校協働活動「ならはっ子こども教室」は、楢葉小学校の 

空き教室を使って行っています。その教室の壁一面には、これまでの学びや学 

習の様子を月ごとに掲示しています。その様子は、圧巻です。是非お越しの際 

はご覧ください。新聞に掲載された記事もありました。（その素晴らしい写真を 

見ると、参加している人たちの表情や取組の様子がよくわかります。） 

本日は、「リプルンふくしま」の方をお招きし、SDGs について、学習しました。育てたオーガニックコットンを使って

「香り袋」 を作りました。綿の実に実際に触れ、そして綿を取る作業、洋服ができるまでを学びました。班ごとの

活動は、コミュニケーション能力も育てます。活動を通して、地域の方の協力と交流で、楽しみ合って学んでいる

様子は、まさに地域と共に「連携・協働する姿」となっていました。 
    

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 移動図書館「あづま号」巡回（楢葉町 あおぞらこども園） 

○ 地域学校協働活動 令和６年６月１１日（火）実施   

楢葉町立楢葉小学校「ならはっ子こども教室」訪問 

 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

TEL:(0244)26-1315 

FAX(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

移動図書館「あづま号」巡回（楢葉町 あおぞらこども園） 

○ 日 時：令和６年６月１１日（火）１０：３０～１１：３０ 

○ 巡回同行者：４名（県立図書館２、教育事務所２ ） 

楢葉町あおぞら子ども園に、県立図書館あづま号がやってきました。読書活動推進のために、地域の方々や

子どもたちに「もっと本を！もっと身近に！」という願いが込められています。 子どもたちの成長にとって大切な時

期に多くの本とふれ合い、友だち同士で「この本選んだよ。見て（恐竜…）♪」 と語り合っている姿に心ひかれ

ます。ふくしまの未来を切り開く子どもたち。その様子は、これからも生きる支え（読解力）となることでしょう。 

 

 

   

 
 

 


